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Day 1
アジェンダ

① 開講式

② 基調講義

③ オリエンテーション

④ 外部講義①
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Day 1

① ② ③ ④

開講式
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Day 1

① ② ③ ④

基調講義
地域脱炭素の推進について

講義資料：別冊①
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Day 1

① ② ③ ④基調講義
メモ用紙（１／２）
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Day 1

① ② ③ ④基調講義
メモ用紙（２／２）
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Day 1

① ② ③ ④オリエンテーション
研修趣旨・ワーク内容

• この度は、令和６年度地方公共団体実行計画策定研修にご参加いただき、
誠にありがとうございます。

• 本研修では、様々な講義やワークを通じて地方公共団体における地球温暖
化対策に係る現状把握及び将来推計、目標設定、課題抽出、対策・施策立
案、計画推進の方法等について基礎的な考え方を学び、研修生各自で簡易
的な地方公共団体実行計画（区域施策編）を作成していただくことを目的
としております。

• 具体的には、以下の研修内容を予定しております：

Day 講義・ワーク 内容

Day 1
外部講義①

• 実効性のある地方公共団体実行計画を
策定するための留意点等に関する講義

Day 2
個人ワーク①

• 事前課題の共有
• CO2削減目標・再エネ導入目標の検討

外部講義②
• 地域新電力における自治体と連携した

地域脱炭素の取組に関する講義

グループワーク① • 脱炭素に向けた施策の検討

Day 3 
外部講義③

• 小規模自治体における地方公共団体実
行計画区域施策編策定の背景、流れや
施策・取組内容等に関する講義

グループワーク①（続き）
• 地域課題の解決につながる脱炭素施策

の検討

現地見学 • 地域脱炭素の取組事例の現場見学

Day 4
個人ワーク②

• 地域脱炭素に向けた施策の検討と計画
の策定

講義 • 地域共生型再エネの導入に関する講義

グループワーク②
• 再エネの導入のための地域合意形成に

向けたロールプレイイング

Day 5 個人ワーク③ • 成果発表の準備

ワーク成果発表 • 区域施策編の内容に関する個人発表

• 赤字は、全体での発表を予定している個所です。5日目の「ワーク成果発表」では研修生の皆様に、
本研修を通じて作成した地方公共団体実行計画（区域施策編）について報告していただく予定です。
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Day 1

① ② ③ ④オリエンテーション
自己紹介

• 1人3分程度で、お名前、所属自治体、所属部・課の他に、下記のテーマか
ら3つ選び、自己紹介してください。

私の自治体の
特徴は〇〇

です

今住んでいる
市町村以外に
一番住んでみ
たい自治体は
〇〇です

私の自治体は
〇〇が有名

です

私の自治体で
一番誇りに
思っている

ことは〇〇です

地球温暖化の
影響で最も懸
念しているこ
とは〇〇です

本研修で一番
楽しみにして
いる講義・
ワークは〇〇

です

例：山が多い、離島
にある

例：うどん、お祭り

例：子育て支援の
充実

例：ロールプレイ、
現地見学

例：災害に激甚化、
漁獲量の減少

私の自治体の
一番好きな
ところは〇〇

です

例：海が近い、夏が
涼しい
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Day 1

① ② ③ ④オリエンテーション
グループ分け

• 本研修のグループワークは、皆様の自治体の特徴等を踏まえて事務局で事
前にグループ分けした下記の3グループにて実施します。

• この後から各グループにおいてアイスブレイクを実施しますので、ご自身
のグループ番号をご確認の上、後ろにあるグループのテーブルにご移動く
ださい。

所属自治体 グループ

岩手県花巻市

グループ①大阪府伊丹市

群馬県伊勢崎市

神奈川県松田町

グループ②熊本県山江村

栃木県茂木町

青森県中泊町

グループ③新潟県柏崎市

大阪府忠岡町

アイスブレイク

• グループ内でのアイスブレイクとして、1人
２分程度ずつで自分自身について、他の研修
生と違うと思うこと（例：8人の兄弟がいる、
スカイダイビングをしたことがある、など）
を2つ挙げてください。

「私のユニークな点は…」
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Day 1

① ② ③ ④

外部講義①
実効性のある地方公共団体実行計画策定

に向けて

講師：一般財団法人ローカルグッド創成支援機構

資料非公開
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メモ用紙（１／２）

Day 1

① ② ③ ④外部講義①
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メモ用紙（２／２）

Day 1

① ② ③ ④外部講義①
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Day 2
アジェンダ

① 個人ワーク①

② 外部講義②

③ グループワーク①
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Day 2

① ② ③個人ワーク①
温室効果ガス排出量の推計・要因分析

事前課題の振り返り

課題番号 内容
該当する区域施
策編（ひな形）

のページ

①

貴市町村における既存の取組を整理する：
• 「施策整理シート」の記入
• 「区域施策編（ひな形）」への特に代表的な取組

の転記

第1章

②

貴市町村の特徴を把握する：
• 貴市町村の特徴に関するデータや表・グラフなど

の整理
• 「区域施策編（ひな形）」への該当する表・グラ

フなどの転記・文章の完成

第3章

③

貴市町村のCO2排出量の傾向を把握する：
• 自治体排出量カルテのダウンロード・確認
• 「区域施策編（ひな形）」への該当する表・グラ

フなどの転記・文章の完成

第4章

追加①

都道府県の動向を把握する：
• 貴市町村が位置する都道府県の「基準年度の排出

量」、「目標年度の排出量」等の検索・確認
• 上記の「区域施策編（ひな形）」への反映

第1章

第4章

追加②
貴市町村が抱えている地域課題の整理：
• 地域課題の検討
• 「区域施策編（ひな形）」への記入

第1章
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Day 2

① ② ③個人ワーク①
事前課題の内容の共有（グループ）

１．事前課題②（地域特性）の内容共有

• 1人5分まで、事前課題②（第3章 1.(1)地域の概要
～(7)廃棄物）で整理した自分の市町村の地域特性
について説明してください。

２．事前課題③（CO2排出量）の内容共有

• 1人5分まで、事前課題③（第4章 1.都道府県の温室
効果ガス排出量～⑤廃棄物分野）で整理した自分の
市町村のCO2排出量の傾向について説明してくださ
い。

他のメンバーの自治体についてわからないこと・もっと知りた
いことなどがあれば、発表者に自由に質問等をしてください
（例：第1次産業の就業者数が多いのはなぜか、森林面積が減
少している要因は何か、など）。

20分

20分

３．事前課題全体の感想の共有

• 1人2～3分まで、事前課題全体の感想（難しかった
点、勉強になった点など）について説明してくださ
い。

• 事前課題そのもの以外にも、施策の庁内照会や調整
などの際に難しかった・勉強になった点もご共有く
ださい。

10分

15

※追加課題を実施していない場合は、該当部分を飛ばしても構いません。



休憩 10分
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Day 2

① ② ③個人ワーク①
区域施策編における目標設定に関する説明（地方公共団体実行
計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（簡易版））

① 地方公共団体実行計画（区域施策編）の概要及び法的根拠

項目 説明

地方公共団
体実行計画

(区域施策編)
の概要

• 地方公共団体実行計画（区域施策編）は、地球温暖化対
策計画に即して、その区域の自然的社会的条件に応じて、
温室効果ガスの排出量削減等を推進するための総合的な
計画であって、計画期間に達成すべき目標を設定し、そ
の目標を達成するために実施する措置の内容を定めると
ともに、温室効果ガスの排出量削減等を行うための施策
に関する事項として、再生可能エネルギーの導入、省エ
ネルギーの促進、公共交通機関の利用者の利便の増進、
緑化推進、廃棄物等の発生抑制等循環型社会の形成等に
ついて定めるものです。

地方公共団
体実行計画

(区域施策編)
の策定に係
る法的根拠

「地球温暖化対策の推進に関する法律」（温暖法）：

第21条

詳しくは環境省のHPをご確認ください：
https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/overview

2.html
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Day 2

① ② ③個人ワーク①

• 区域施策編の計画全体に係る目標は、大別して次の2種類があります：
①温室効果ガスの総量削減目標
②計画に盛り込まれる対策・施策の個別目標

区域施策編における目標設定に関する説明（地方公共団体実行
計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（簡易版））

② 温室効果ガスの総量削減目標

目標年 設定方法・留意点

2030年度
（中期目標）

• 国の「地球温暖化対策計画」における基準年度比目標
（2030年度に2013年度比46％削減）に合わせて設定
することや、同計画における部門・分野別の排出量の
目安を踏まえて設定することができます。

• また、貴市町村が位置する都道府県が国よりも野心的
な削減目標を設定している場合（例：2013年度比50％
削減（栃木県））、都道府県の削減目標を踏まえて設
定することもできます。

• 中期目標として自分の自治体にとって野心的な目標を
設定することが重要ですので、例えば小規模の自治体
で排出量の削減がすでに進んでいるなどの場合は、都
道府県や国よりも野心的な目標を設定することが望ま
しいです（例：2013年度比60％削減（東京都国立
市））。

2050年度
（長期目標）

• 2050年度の目標に関しては、2050年カーボンニュー
トラル（森林吸収量やオフセット※などを考慮した実
質排出量が0になっていること）の達成を目標と設定
することが望まれます。

詳しくは「地方公共団体実行計画（区域施
策編）策定・実施マニュアル（簡易版）」

のP.13～15をご覧ください。

※カーボン・オフセットとは、日常生活や経済活動において避けることができないCO2等の温室効果ガスの排
出について、まずできるだけ排出量が減るよう削減努力を行い、どうしても排出される温室効果ガスについて、
排出量に見合った温室効果ガスの削減活動に投資すること等により、排出される温室効果ガスを埋め合わせる
という考え方です。
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Day 2

① ② ③個人ワーク①
区域施策編における目標設定に関する説明（地方公共団体実行
計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（簡易版））

③ 計画に盛り込まれる対策・施策の個別目標

• 地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（簡易版）
では、「対策」と「施策」は次のように定義されています：

➢ 対策：各主体（事業者や住民等）による温室効果ガス排出削減等のため
の行動（省エネ機器の導入等）

➢ 施策：地方公共団体が各主体の行動を促進・誘導し、又は確実なものと
するために講じる措置（法制度、税制、補助金等）

• 対策・施策別の目標には下記の2種類があり、対策・施策別に適切な目標
を設定することが重要です。

項目 設定方法・留意点

温室効果ガス排出削減
量として定量的に算定
できる対策・施策

• 対策・施策の実施が、測定できる排出量の削減
につながる場合は、導入・実施1件あたりの削
減量を目標の導入・実施件数とかけた合計削減
量を、その対策・施策の目標として設定するこ
とができます（例：EV1台あたり2t-CO2削減
×1万台（区域内のEVの導入目標（2030年））
＝20,000t-CO2削減）。

温室効果ガス排出削減
量として定量的に算定
できない対策・施策

• 対策・施策による削減効果の算定が難しい場合
は、対策や施策それぞれについて、進捗管理の
ための指標（例：補助金の応募件数、説明会・
研修会の実施件数、など）を設けて定量的に評
価することが、区域施策編の実効性を高めるこ
とになります。

• 地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（簡易版）
に以下の対策・施策についての全体的な検討方法も掲載されています。

※本研修では
対策・施策ご
との目標設定
を対象として
いませんので、
本ページの内
容は今後の計
画策定の際の
ご参考にして
ください。

地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（簡易版）P.34
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Day 2

① ② ③個人ワーク①
CO2削減目標・再エネ導入目標の算定・検討

④ 区域施策編（ひな形）への記入
10分

• これまでのワークで設定してきたCO2削減目標と再エネ導入目標を区域
施策編の第5章に記入してください。

グループでの目標設定の共有 25分

• これまでのワークで設定してきたCO2削減目標と再エネ導入目標を、グ
ループで1人10分まで共有してください。

• 共有する際に、必要に応じて貴市町村の地域特性や目標設定の理由など
についても共有してください。
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Day 2

① ② ③

外部講義②
地域新電力の取組紹介

講師：たんたんエナジー株式会社
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Day 2

① ② ③外部講義②
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Day 2

① ② ③外部講義②
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Day 2

① ② ③外部講義②
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Day 2

① ② ③外部講義②
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Day 2

① ② ③外部講義②
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Day 2

① ② ③外部講義②
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Day 2

① ② ③外部講義②
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Day 2

① ② ③外部講義②
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Day 2

① ② ③外部講義②
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Day 2

① ② ③外部講義②
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Day 2

① ② ③外部講義②
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Day 2

① ② ③外部講義②
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Day 2

① ② ③外部講義②
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Day 2

① ② ③外部講義②
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Day 2

① ② ③外部講義②
メモ用紙（１／２）
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Day 2

① ② ③外部講義②
メモ用紙（２／２）
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Day 2

① ② ③グループワーク①

区域施策編の施策の検討

グループワーク①の進め方

本ワークの
目的

様々な自治体で実施されている区域施策編に関連
する施策を収集し、それらを参考にしながら各自
治体の実情に応じた独自施策の検討を行う。

項目 主な内容

Day

２

1. 既に実施している
施策の共有

グループ内の各自治体で現在行っている施策
を共有する。

2. 他自治体で実施し
ている施策の収集

他の自治体で行っている施策の中から所属す
る自治体で参考になると思われる施策を収集
する。

3. 地域課題解決につ
ながる脱炭素施策
の収集

脱炭素の取組を通じて同時に地域課題の解決
にもつながっている他自治体での施策を収集
する。

Day

３

4. 施策の整理
上記１～３で挙げられた施策を施策内容に応
じて整理する。

5. 独自施策の検討
上記１～３で挙げられた施策を参考にしなが
ら各自治体の地域特性を踏まえて実施すべき
と考えられる独自の施策を検討する。

6. 発表
各自治体で現在行っている施策や今回収集し
た他自治体の施策をもとに新たに考えた独自
施策について発表する。
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Day 2

① ② ③グループワーク①

区域施策編の施策の検討

既に実施している施策の共有 10分

• 事前課題①で区域施策編ひな形の第1章（５）に記載した取組を
付箋に書き出しましょう。

付箋の記入の留意事項
• 現在実施している取組内容
を簡潔に記載

• 付箋１枚につき１つの取組
を記載

• 事前課題で記入した貴市町村にとって特に代表的と考えられる各
分野ごとの取組を付箋に書きうつしてください。

• 付箋１枚につき１つの取組を記載してください。

分野：
◼ エネルギー供給
◼ エネルギー需要
◼ 需要・供給の複合
◼ 非エネ
◼ 土地利用・吸収源
◼ 横断的施策
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Day 2

① ② ③グループワーク①

区域施策編の施策の検討

既に実施している施策の共有

• 記入した付箋を模造紙に貼り付けながら、各自治体で実施してい
る取組を共有しましょう。

5分

＜ステップ１＞
• 机の上の模造紙を以下の図のように４つのテーマに区切ってくだ
さい。

①再生可能エネルギー
導入の促進

②省エネその他の排出抑制
の推進

③地域環境の整備・改善 ④循環型社会の形成
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Day 2

① ② ③グループワーク①

区域施策編の施策の検討

既に実施している施策の共有

＜ステップ２＞
• １自治体ずつ順番に、各自治体で実施している取組について簡単
に紹介しながら付箋を模造紙に貼り付けてください。

10分

①再生可能エネルギー
導入の促進

②省エネその他の排出抑制
の推進

③地域環境の整備・改善 ④循環型社会の形成
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Day 2

① ② ③グループワーク①

区域施策編の施策の検討

既に実施している施策の共有

テーマ 内容 取組

再生可能エネル
ギーの導入促進

太陽光、風力その他の再生
可能エネルギーであって、
その区域の自然的社会的条
件に適したものの利用の促
進に関する事項

◼ エネルギー供給
◼ 需要・供給の複合
◼ 横断的施策

省エネその他の
排出抑制の推進

その利用に伴って排出され
る温室効果ガスの量がより
少ない製品及び役務の利用
その他のその区域の事業者
又は住民が温室効果ガスの
排出の量の削減等に関して
行う活動の促進に関する事
項

◼ エネルギー需要
◼ 需要・供給の複合（再掲）
◼ 横断的施策（再掲）

地域環境の
整備・改善

都市機能の集約の促進、公
共交通機関の利用者の利便
の増進、都市における緑地
の保全及び緑化の推進その
他の温室効果ガスの排出の
量の削減等に資する地域環
境の整備及び改善に関する
事項

◼ 非エネ
◼ 土地利用・吸収源
◼ 横断的施策（再掲）

循環型社会の
形成

その区域内における廃棄物
等の発生の抑制の促進その
他の循環型社会の形成に関
する事項

◼ 非エネ（再掲）
◼ 土地利用・吸収源（再掲）
◼ 横断的施策（再掲）
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Day 2

① ② ③グループワーク①

区域施策編の施策の検討

既に実施している施策の共有

＜ステップ３＞
• 各テーマの付箋を確認し、類似する取組の付箋があれば近くに寄
せるなど付箋の整理を行ってください。

10分

①再生可能エネルギー
導入の促進

②省エネその他の排出抑制
の推進

③地域環境の整備・改善 ④循環型社会の形成
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Day 2

① ② ③グループワーク①

区域施策編の施策の検討

他自治体で実施している施策の収集

• ４つのテーマについて、他の自治体で実施している施策について
調べてみましょう。

60分

• 「①再生可能エネルギー導入の促進」「②地域の事業者、住民に
よる省エネその他の排出抑制の推進」「③都市機能の集約化、公
共交通機関、緑地その他の地域環境の整備・改善」「④循環型社
会の形成」の４つのテーマについて、以下の資料等を確認して、
他自治体で実施している施策について調べてください。

• その内、ご自身の自治体で参考になると思う施策を付箋に記入し
てください。（各テーマにつき最低２枚）

＜参考資料＞

• 地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル【事例集】
https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/data/manual_jirei_202203
.pdf 

• ベンチマークとしている近隣自治体の地球温暖化対策実行計画（区域施
策編）や環境基本計画

• 「類似団体」の地球温暖化対策実行計画（区域施策編）や環境基本計画
https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/ruiji-
dantai/index.html

XXXXXXX
XXXXX

（●●市）

付箋の記入の留意事項
• 施策の概要
• 自治体名
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Day 2

① ② ③グループワーク①

区域施策編の施策の検討

他自治体で実施している施策の収集

• 記入した付箋を模造紙に貼り付けながら、他自治体で実施してい
る取組を共有しましょう。

10分

• １自治体ずつ順番に、他自治体で実施している取組について簡単
に紹介しながら付箋を模造紙に貼り付けてください。

①再生可能エネルギー
導入の促進

②省エネその他の排出抑制
の推進

③地域環境の整備・改善 ④循環型社会の形成
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休憩 10分
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Day 2

① ② ③グループワーク①
地域課題解決につながる脱炭素施策の検討

• 国・地方脱炭素実現会議が令和３年に策定した「地域脱炭素ロー
ドマップ」にも記載されているように、地域脱炭素の取組は気候
変動対策として取り組むだけでなく、様々な地域課題の解決の視
点も併せ持って取り組んでいくことが必要です。

15分

国土強靭化・レジリエンス向上
• 再エネ等の分散型エネルギー導入による非常時のエネル
ギー源確保

• 吸収源である生態系の保全による洪水等の被害の抑制

Well-being の実現
• 住宅の断熱性等を向上による快適な住まいの実現
• 再エネを活用したMaaS等の新しいサービス形態による交
通システムの整備を通じた地域住民の暮らしを支える移
動手段の確保

“地域脱炭素は、脱炭素を成長の機会と捉える時代の地域の成長戦略であ
り、自治体・地域企業・市民など地域の関係者が主役になって、今ある技
術を適用して、再エネ等の地域資源を最大限活用することで実現でき、経
済を循環させ、防災や暮らしの質の向上等の地域の課題をあわせて解決し、
地方創生に貢献できる。”（「地域脱炭素ロードマップ」より抜粋）

一極集中の解消
• 新型コロナウイルス感染症を契機としたテレワーク等の
多様な働き方や移住・二地域居住の広がり

• 再エネ等の地域資源を活かす自立分散型の地域づくりに
よるこうした動きの下支え

人間らしいライフスタイル
• 森林や里地里山の適切な管理と木材や自然資源（バイオ
マス）の活用により、豊かで美しい自然を守り、共生す
る人間らしいライフスタイルを再構築
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Day 2

① ② ③グループワーク①
地域課題解決につながる脱炭素施策の検討
地域課題解決につながる脱炭素施策の事例

資料：地域脱炭素取組事例集（2024年4月環境省）
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Day 2

① ② ③グループワーク①
地域課題解決につながる脱炭素施策の検討
地域課題解決につながる脱炭素施策の事例

資料：松江城のお堀めぐりを脱炭素化（2024年5月NHKおはBiz）

資料：百十四銀行と坂出市、移住促進・脱炭素で連携（2023年3月日本経済新聞）
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Day 2

① ② ③グループワーク①
地域課題解決につながる脱炭素施策の収集

• 地域課題解決につながる脱炭素施策の事例を調べてみましょう。

60分

• インターネットを活用し、地域課題につながる脱炭素施策を調べてくだ
さい。

• 自分の自治体やグループ内の参加者の自治体で参考になりそうな事例を
付箋に記入してください。

• ※付箋は最低５枚以上記入してください。

＜検索のキーワード例＞
• 国土強靭化・レジリエンス向上×脱炭素
• （防災・非常時・国土強靭化・レジリエンス×脱炭素）
• Well-being の実現×脱炭素
• （暮らし・福祉・住環境×脱炭素）
• 一極集中の解消×脱炭素
• （移住・定住・テレワーク×脱炭素）
• 人間らしいライフスタイル×脱炭素
• （林業・間伐材・環境学習・生物多様性×脱炭素）
• その他×脱炭素
• （観光・教育・産業・交通×脱炭素）

＜参考資料＞
• 地域脱炭素取組事例集（環境省）
• https://policies.env.go.jp/policy/roadmap/examples/
• 都市行政におけるカーボンニュートラルに向けた取組事例集（第2版）
• https://www.mlit.go.jp/toshi/kankyo/content/001735424.pdf

XXXXXXX
XXXXX
（防災）
（●●市）

付箋の記入の留意事項
• 施策の概要
• 地域課題
• 自治体名
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Day 2

① ② ③グループワーク①

区域施策編の施策の検討

地域課題解決につながる脱炭素施策の収集

• 記入した付箋を模造紙に貼り付けながら、地域課題解決につなが
る脱炭素施策を共有しましょう。

10分

• １自治体ずつ順番に、地域課題解決につながる脱炭素施策につい
て簡単に紹介しながら付箋を模造紙に貼り付けてください。

①再生可能エネルギー
導入の促進

②省エネその他の排出抑制
の推進

③地域環境の整備・改善 ④循環型社会の形成
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Day 3
アジェンダ

① 外部講義③

② グループワーク①（続き）

③ 現地見学
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Day 3

① ② ③

外部講義③
小規模自治体における区域施策編策定の

取組紹介

講師：邑南町

資料抄録
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Day 3

① ② ③外部講義③
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Day 3

① ② ③外部講義③
メモ用紙（１／２）
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Day 3

① ② ③外部講義③
メモ用紙（２／２）
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Day 3

① ② ③グループワーク①

区域施策編の施策の検討

付箋の整理
15分

①再生可能エネルギー
導入の促進

②省エネその他の排出抑制
の推進

③地域環境の整備・改善 ④循環型社会の形成

XXXXX XXXXX XXXXX XXXXX

XXXXX XXXXX

XXXXX

• これまでのワークで出た意見を整理して、グルーピングを行って
ください。

• これまでのワークで出た意見を改めて確認して、付箋の整理を
行ってください。

• 付箋の整理ができたら、似た意見の付箋の集まりにタイトルをつ
けるなどグルーピングを行ってください。
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独自施策の検討
70分

• これまで調べてきた施策を参考にしながらご自身の自治体の独自
施策を考えてみましょう。

グループワーク①

• これまで調べてきた他自治体の取組等も参考にしながら、ご自身
の自治体で新たに取り組むべき独自施策を考えて、付箋に記入し
てください。

• ※付箋は最低３枚以上記入してください。

＜独自施策を考えるヒント：キーワード×脱炭素テーマ＞
◆キーワード
• 地域資源
• 地域課題
• まちの重点課題
• 首長の重点施策
• ご自身の関心のある分野、領域
• ご自身がこれまで経験してきた部署、係
◆脱炭素テーマ
• 再生可能エネルギー導入の促進
• 省エネその他の排出抑制の推進
• 地域環境の整備・改善
• 循環型社会の形成

XXXXXXX
XXXXX

付箋の記入の留意事項
• 独自施策の概要

Day 3

① ② ③
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休憩 10分
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独自施策の検討

グループワーク①
Day 3

① ② ③

15分

• 記入した付箋を模造紙に貼り付けながら、考えた独自施策を共有
しましょう。

• １自治体ずつ順番に、独自施策について簡単に紹介しながら付箋
を模造紙に貼り付けてください。

①再生可能エネルギー
導入の促進

②省エネその他の排出抑制
の推進

③地域環境の整備・改善 ④循環型社会の形成

XXXXX XXXXX XXXXX XXXXX

XXXXX XXXXX

XXXXX
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グループワーク①
Day 3

① ② ③

• 独自施策に対してグループ内の他のメンバーからアドバイスをも
らいましょう。

独自施策の検討
20分

• 独自施策をよりよいものにするために、グループ内の他のメン
バーはアドバイスをしてください。

＜アドバイスの視点＞
• ご自身の自治体で実施している取組をもとに類似する点や参考と
なる点などをアドバイス

• グループワーク中に調べた他自治体事例をもとに参考にできる点
などをアドバイス

• 地域資源との関連性を踏まえて、よりそれを活かす手法があれば
アドバイス

• 地域課題との関連性を踏まえて、よりそれを解決できる手法があ
ればアドバイス
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グループワーク①
Day 3

① ② ③

発表準備
30分

• グループワークの結果の発表に向けてその準備をしてください。

＜発表していただく内容＞
• 各テーマについて現在各自治体で実施している主な取組
• 独自施策を考える際に参考にした他自治体の取組内容とそれを参
考にして考えた独自施策

• （例：私の自治体には○○という地域資源/地域課題があり、こ
れらに関する脱炭素施策として××という取組を実施している自
治体があり、これを参考に△△という独自施策を考えました）

• 発表時間は１グループあたり10分

＜準備していただく内容＞
• 模造紙の付箋を整理する。
• 各テーマについて紹介する各自治体で現在実施している主な取組
を決める。

• 紹介する独自施策を決める。
• 独自施策の紹介にあたっては参考とした他自治体の取組があれば
その内容も確認する。
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グループワーク①
Day 3

① ② ③

発表
30分

• １グループで10分を目安に各グループ順番にグループワークの
結果を発表してください。

＜発表していただく内容（再掲）＞
• 発表は１グループにつき10分
• 各テーマについて現在各自治体で実施している主な取組
• 独自施策を考える際に参考にした他自治体の取組内容とそれを参
考にして考えた独自施策

• （例：私の自治体には○○という地域資源/地域課題があり、こ
れらに関する脱炭素施策として□□という自治体が実施している
××という取組を参考に、△△という独自施策を考えました）
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グループワーク①
Day 3

① ② ③

質疑応答・感想
10分

• 各グループの発表内容に対する質問や感想を聞かせてください。

＜発表内容に対する質問の視点＞
• 発表の中で紹介のあった現在実施している脱炭素施策の内容の詳
細に関する質問

• 発表の中で紹介のあった新たな独自施策案の内容の詳細に関する
質問 など

＜発表内容に対する感想の視点＞
• 発表の中で紹介のあった現在実施している脱炭素施策とご自身の
自治体での取組の類似性

• 発表の中で紹介のあった新たな独自施策案で地域資源や地域課題
の類似性からご自身の自治体でも検討の余地があるかどうか な
ど
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Day 3

① ② ③現地見学（１／５）

北岩岡太陽光発電所
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Day 3

① ② ③現地見学（２／５）

メガソーラー所沢
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Day 3

① ② ③現地見学（３／５）

フロートソーラー所沢
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Day 3

① ② ③現地見学（４／５）

YOT-TOKO
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Day 3

① ② ③現地見学（５／５）

エア・リキード所沢松郷水素ステーション
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Day 4
アジェンダ

① 個人ワーク②

② 講義

③ グループワーク②
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Day 4

① ② ③個人ワーク②
区域施策編策定の策定作業

貴市町村に適した施策の検討・選定

１．施策の分類と区域施策編への反映

• 2日目午後と3日目午前のグループワークで検討した
施策内容を踏まえて、自分の自治体の実態等に沿っ
た具体的な施策を検討し、区域施策編ひな形の第6
章に記載してください。

100分

２．区域施策編第1章と第2章の更新

• 選定した施策を踏まえて、区域施策編（ひな形）に
おける「市町村における地球温暖化対策のこれまで
の取組や今後の取組方針」（第1章）や「推進体
制」（第2章）の更新を行ってください。

25分
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Day 4

① ② ③

講義
地域共生型再エネの導入と再エネ促進区域の

設定に向けたゾーニング・合意形成の
取組について

講義資料：別冊②
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Day 4

① ② ③講義
メモ用紙（１／２）
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Day 4

① ② ③講義
メモ用紙（２／２）

74



Day 4

① ② ③グループワーク②
地域共生型再エネを導入する際に必要な地域
の合意形成
地域の合意形成の必要性について

• 日本全体のカーボンニュートラルの実現やゼロカーボンシティ
を含めた地域脱炭素のためには、地域資源である再エネの活用
が不可欠です。

• 一方、再エネ事業については地域トラブルも見られるなど、地
域における合意形成が課題となっています。

• 合意形成に向けては、地域経済の活性化や災害に強い地域づく
りなど、地域と共生する再エネ事業とすることが重要です。

資料：地域に根差した再エネ導入（2021年10月経済産業省）
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Day 4

① ② ③グループワーク②
地域共生型再エネを導入する際に必要な地域
の合意形成
地域脱炭素化促進事業に関する制度について

• 地球温暖化対策推進法では、地域に貢献する再エネ事業の導入
拡大を図るため、地域脱炭素化促進事業に関する制度が盛り込
まれました。

• 地域脱炭素化促進事業に関する制度は、円滑な合意形成を図り、
適正に環境に配慮し、地域のメリットにもつながる、地域と共
生する再エネ事業の導入を促進するものです。

地域脱炭素化促進事業に関する制度の概要

①市町村による地方公共団体実行計画の策定
• 地方公共団体実行計画を策定する際、地域脱炭素化促進事業の促進に関する事項

について策定します。
• この際ステークホルダー（関係者・関係機関）が参加する議論の場（協議会等）

を設けるなどして、課題のあぶりだしや解決方法を検討し、地域脱炭素化促進事
業の対象となる区域（促進区域）や、市町村として事業に求める「地域の環境の
保全のための取組」「地域の経済及び社会の持続的発展に資する取組」等を決定
します。

②計画策定市町村による地域脱炭素化促進事業計画の認定
• 地域脱炭素化促進事業を実施しようとする事業者より提出された地域脱炭素化促

進事業の実施に関する計画（地域脱炭素化促進事業計画）について、認定基準に
適合している場合、計画策定市町村は地域脱炭素化促進事業としての認定を行い
ます。

• 認定を受けた地域脱炭素化促進事業は、関係許可等手続のワンストップ化の特例
の対象となり、以降の当該手続が不要となるといった特例等を受けることができ
ます。

資料：地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（地域脱炭素化促進事業編）（2024年4月環境省）
76



Day 4

① ② ③グループワーク②
地域共生型再エネを導入する際に必要な地域
の合意形成
地域脱炭素化促進事業計画の認定に当たる協議会の活用

• 事業計画認定申請の前に、協議会において事業計画を事前に協
議することが必要です。

• 協議会は計画策定市町村において組織・運営します。

• 協議会開催のタイミングとして、事業の申請（変更認定の申請
を含む）が見込まれる時の開催や、フォローアップのための定
期開催が想定されます。

• 協議会の構成員としては以下のようなメンバーが想定されます
が、地域の自然的社会的条件や事業の性質等を踏まえて適切な
構成員を検討することが必要です。

協議会構成員（例）

• 計画策定市町村内の関係部局（許可権者等を除く）

• 関係地方公共団体（許可権者等を除く）

• 国等の関係機関（地方環境事務所等）（許可権者等を除く）

• 学識経験者（再エネ、自然環境、生活環境、気候変動、地域活性化等）

• 地域脱炭素化促進事業計画の認定を申請しようとする事業者地域コミュ
ニティの代表者（関係区長・自治会長等）

• 産業団体（農林漁業、観光等）

• 環境保全団体

• 許可権者等（オブザーバー）
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Day 4

① ② ③グループワーク②
地域共生型再エネを導入する際に必要な地域
の合意形成
協議会における合意形成

紛争論点 稼働後の苦情・相談内容

風力
野鳥、騒音、自然保護、
景観、災害、水質など

騒音、シャドーフリッ
カー（ブレードの影の明
暗）
など

太陽光
災害、景観、野生生物、
水資源、海洋環境など

土砂災害、景観、水の濁
り、反射光など

バイオマス 悪臭
騒音、運搬車両の騒音・
振動、粉塵、悪臭など

合意形成のために重要な２つの要件

① 環境影響の低減＝デメリットの最小化

② 地域便益の創出＝メリットの最大化

協議会の構成員から意見をもとに再エネが導入されることによるデ
メリットを最小化し、メリットを最大化した事業計画にすることで、
地域から歓迎され、地域と共生する再エネを導入することができま
す。
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Day 4

① ② ③グループワーク②
地域共生型再エネを導入する際に必要な地域
の合意形成
本ワークの目的と流れ

本ワークの
目的

再生可能エネルギーの導入に向けた地域住民や事
業者との合意形成の手法や留意点を学び、自団体
で合意形成を図る際の示唆を得る。

項目 主な内容

第１

ラウンド

主張検討パート①
各立場で、メガソーラー設置に賛成する理
由・反対する理由を検討する

協議会パート① 各立場で考えた主張を発表する

第２

ラウンド

主張検討パート②
協議会パート①における主張に対し、各立
場で反論を検討する

協議会パート② 各立場で考えた反論を発表する

第３

ラウンド

主張検討パート③
協議会パート②で寄せられた反論を受けて、
計画をどのように変更すべきか（あるいは
変更しないのか）検討する

協議会パート③
各立場で考えた事業計画の変更案や留意点
を発表する

市職員コメント
ワーク全体を踏まえ、市職員が市長に説明
する市としての方向性を発表する

振り返り
ワークを振り返り、自団体で合意形成を図
る際の留意点などを整理する

79



Day 4

① ② ③グループワーク②
地域共生型再エネを導入する際に必要な地域
の合意形成
本ワークの題材

小学校 マンション マンション

池

（株）リトル工業
工場跡地

平地林

（株）リトル工業
工場

住宅群

商業施設商業施設 消防署

山林

平
地
林

道路

道路

鉄道

北

南

東西

マンション

• 本ワークでは、以下の架空のまちにメガソーラーを設置する計
画の是非について協議していただきます。

＜メガソーラー設置予定地の概況＞

＜凡例＞

株式会社リトル工業の所有地

事業区域

パワーコンディショナーの設置予定地

分電盤、受変電設備の設置予定地
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Day 4

① ② ③グループワーク②
地域共生型再エネを導入する際に必要な地域
の合意形成
本ワークの題材

事業者名
リトルエナジーソリューションズ株式会社

※土地所有権をもつ株式会社リトル工業の関連会社

事業区域面積 50ha（工場跡地30ha、平地林20ha。平地林は伐採予定）

出力 25MW

電気の用途 FIT制度を利用して、すべて電力会社に売電予定

事業費 事業者が調達した資金と、環境省の補助金を活用する

工事業者 B市に営業所を置く事業者に委託予定

保守・管理
体制

保守・管理は外部業者に委託予定（発注先未定）

パネルの
製造業者

中国のソーラーパネルメーカーへの発注を予定

パネルの
耐用年数

約20年

パネルの向き 南向き

土地所有権
株式会社リトル工業

※リトルエナジーソリューションズ株式会社の関連会社

災害リスク
土砂災害警戒区域には指定されていない

浸水は想定されていない

動植物の状況 絶滅危惧種・絶滅危惧植物は確認されていない

その他
事業者がA市に相談（計画の持ち込み）をした後で、地域へ
の説明や内諾はまだ得ていない段階
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Day 4

① ② ③グループワーク②
地域共生型再エネを導入する際に必要な地域
の合意形成
本ワークの題材

＜A市の基礎情報＞

人口
約７万人

マンション開発の影響で、近年の人口は増加傾向にある

自然

東側には山林が広がり、ハイキングを楽しむことができる

平地林は市内企業が適切に管理している

池は、小学生の環境学習・自然体験の場となっている

気候
年間を通して、日照時間が長い

市内を台風が通過する頻度は数年に１回程度

産業

以前は製造業が盛んだったが、工場が撤退し広大な跡地があ
る

跡地に工場を誘致したことはあるが、名乗り出る事業者はい
なかった

南部の商業施設は幹線道路に面し、遠方から訪れる人も多い

脱炭素
に係る取組

ゼロカーボンシティ宣言・ネイチャーポジティブ宣言済

2050年カーボンニュートラルの実現に向け、再エネ導入を推
進したいと考えている

市内に大規模な再エネ施設が導入された実績はない
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Day 4

① ② ③グループワーク②
ロールプレイングにおける役割分担

• ロールプレイングでは、以下の役割の中から一人一役を担当し
ていただきます。

• 各参加者が担当する役割は、事務局で指定させていただきます。
分担は口頭で発表しますので、下表にメモしてください。

• 以下の「視点の例」は、それぞれの役割でメガソーラー設置に
賛成する理由・反対する理由を検討する際に意識していただき
たい視点の一例です。（下表に記載がない視点で考えてもかま
いません）

• これ以降は、常に役割になりきって考え、発言してください。
「〇〇役の××です」等の発言をしないよう注意してください。

立場 役割 視点の例 担当者

賛
成
派

商工会長 まちの経済・雇用

市議会議員
脱炭素推進、その他まち
全体の便益

反
対
派

環境保全団体
動植物への影響、緑地保
全、景観保全

PTA会長
教育環境、子育て環境へ
の影響

近隣マンション
のオーナー

住環境への影響

観光協会会長 景観への影響

事
務
局

市職員 賛成派全般の視点

事業者① 賛成派全般の視点

事業者② 賛成派全般の視点
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Day 4

① ② ③グループワーク②
主張検討パート①

• 賛成派・事務局は、「メガソーラーを設置するべきである」と
主張するために、メガソーラー設置によるメリットを水色の付
箋に記入してください。

• 反対派は、「メガソーラーは設置するべきでない」と主張する
ために、メガソーラー設置によるデメリットをピンク色の付箋
に記入してください。

• 付箋は簡潔に一言で記入してください。また、１枚の付箋には
１つのメリット・デメリットを記入してください。付箋は何枚
使ってもかまいません。

• 作業時間は25分間です。個人で考えてください。

（付箋のイメージ）

＜ポイント＞
• 役割になりきり、「この役割の人だったら、どのようなことを

理由にしてメガソーラー設置の賛成・反対を主張するだろう
か」と想像してください。

• 主張の検討にあたり、各自の端末で、一般的なメガソーラーの
メリット・デメリットを調べてください。

• メガソーラー設置に当たり、事業者と住民等で対立した事例を
調べることも一案です。

• あわせて、自分の役割以外の視点からのご意見も出しても構い
ません。

〇〇に
貢献する

〇〇に
つながる

〇〇が
懸念
される

〇〇が
悪化する

25分
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Day 4

① ② ③グループワーク②
メモ用紙（主張検討パート①）
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Day 4

① ② ③グループワーク②
主張検討パート①

• 各自が付箋に記入した内容を、各立場の中で共有してください。
• その後、付箋を模造紙に貼ってください。内容が同じである付

箋は横に並べて貼ってください。内容が異なる付箋は縦に並べ
て貼ってください。

• 作業時間は10分間です。

＜模造紙のイメージ（事務局・賛成派）＞

第１ラウンド 第２ラウンド 第３ラウンド

内容が同じである
付箋は横に並べる

内容が異なる付箋は
縦に並べる

下半分はこの後のワークで使用するため、
空けておいてください

10分
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Day 4

① ② ③グループワーク②
協議会パート①

• 各立場の代表者１名から、主張検討パート①で検討した内容を
基に、メガソーラーの設置に賛成または反対である旨とその理
由を主張してください。

• 発表は、「賛成なのか・反対なのか」「賛成する理由・反対す
る理由はいくつあるのか」を明確に説明してください。

• 発表は、事務局→賛成派→反対派の順に行います。賛成派は、
事務局が既に説明したメリットなのか、事務局が説明していな
いメリットなのかわかるように説明してください。

私たちは、メガソーラーの設
置に賛成です。
理由はX点あります。

１つ目は、メガソーラーに
は・・・というメリットがあ
るからです。

２つ目は、・・・だからです。
・・・

＜発表のイメージ＞

私たちは、メガソーラーの設
置に反対です。
理由はX点あります。

１つ目は、メガソーラーに
は・・・というデメリットが
あるからです。

２つ目は、・・・だからです。
・・・

事務局・賛成派 反対派87



Day 4

① ② ③グループワーク②
主張検討パート②

• 賛成派は反対派の主張に対する反論（デメリットに対する反
論）を、反対派は賛成派の主張に対する反論（メリットに対す
る反論）を検討していただきます。

• デメリットに対する反論はピンク色の付箋、メリットに対する
反論は水色の付箋に記入してください。

• 記入した付箋は、模造紙「第２ラウンド」のスペースに、その
反論がどのメリット・デメリットに対応するものなのかわかる
ように、横に並べて貼ってください。

• まずは20分間で、同じ立場の中で分担して付箋を作成してくだ
さい。

• その後、20分間で、作成した付箋をグループ内で共有し、話し
合いながら付箋の追加作成・修正を行ってください。

• すべてのデメリット・メリットに対する反論を検討してくださ
い。

・・・が
懸念
される

・・・が
悪化する

＜模造紙のイメージ（事務局・賛成派）＞

第１ラウンド 第２ラウンド 第３ラウンド

「・・・が懸念される」
に対する反論

・・・

・・・ 「・・・が悪化する」
に対する反論

20分+
20分
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休憩 10分
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Day 4

① ② ③グループワーク②
協議会パート②

• 各立場の代表者１名は、主張検討パート②で検討した反論を主
張してください。

• 発表は、協議会パート①で発表した人とは別の人が行ってくだ
さい。

• 発表では、その反論がどのメリット・デメリットに対する反論
なのかわかるように説明してください。

・・・というデメリットにつ
いては、・・・という対応を
すれば問題ないと思います。

・・・というデメリットにつ
いては、・・・

＜発表のイメージ＞

・・・というメリットについ
ては、・・・が問題になると
思います。

・・・というメリットについ
ては、・・・

反対派事務局・賛成派
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Day 4

① ② ③グループワーク②
主張検討パート③

• 協議会パート②で挙がった反論を受けて、事業計画をどのよう
に変更すべきか、事業実施にあたりどのような点に留意すべき
か、付箋に記入し、模造紙に貼り付けてください。

• メリットに対する反論を受けた考えは水色の付箋に、デメリッ
トに対する反論を受けた考えはピンク色の付箋に記入してくだ
さい。

• 他の立場が挙げた反論だけでなく、自分たちの立場が挙げた反
論についても、その反論を受けた事業計画の変更点・留意点を
付箋に記入してください。

• 各立場内で話し合いながら付箋を作成してください。
• すべての反論に対し、その反論を受けた事業計画の変更点・留

意点を付箋に記入してください。
• 記入した付箋は、模造紙「第３ラウンド」のスペースに、どの

反論に対応するものなのかわかるように、横に並べて貼ってく
ださい。

• 作業時間は45分間です。

＜模造紙のイメージ（事務局・賛成派）＞

第１ラウンド 第２ラウンド 第３ラウンド

・・は
・・する

・・・に
留意する

計画の
変更なし

・・・に
留意する

筋の通っていない
反論だと感じる場合は、
「計画の変更なし」も可

自分たちの立場で挙げた反論
についても、計画の変更点・

留意点を記入する

45分
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Day 4

① ② ③グループワーク②
協議会パート③

• 賛成派・反対派の代表者１名は、主張検討パート③で検討した
内容を発表してください。

• 各立場で、協議会パート①②で発表していない方がいらっしゃ
れば、その方が発表してください。

• 発表では、その内容がどの反論に対応するものなのかわかるよ
うに説明してください。

１点目のメリットに対
し、・・・という反論があっ
たので、計画は・・・に留意
するべきだと思います。

・・・

１点目のデメリットに対
し、・・・と反論できるため、
計画を変更する必要はないと
思います。

２点目のデメリットに対
し、・・・と反論したものの、
計画は・・・と変更するほう
がいいと思います。

＜発表のイメージ＞

１点目のメリットに対
し、・・・と反論できるため、
計画は・・・と変更するのが
いいと思います。

２点目のメリットに対
し、・・・と反論したものの、
計画を変更する必要はないと
思います。

・・・

１点目のデメリットに対
し、・・・と反論があったた
め、計画は・・・と変更する
ほうがいいと思います。

賛成派 反対派
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Day 4

① ② ③グループワーク②
市職員コメント

• 市職員は、主張検討パート③で検討した内容を発表してくださ
い。

• ただし、協議会パート③における賛成派・反対派の主張を受け
て、主張検討パート③で検討した内容から変更して発表しても
かまいません。

１点目のメリットに対し、・・・という反論があったので、計
画は・・・に留意するべきだと思います。

・・・

１点目のデメリットに対し、・・・と反論できるため、計画を
変更する必要はないと考えていましたが、反対派の・・・とい
う意見を受けて、・・・とするべきだと思いました。

２点目のデメリットに対し、・・・と反論できるため、計画を
変更する必要はないと考えていましたが、賛成派の・・・とい
う意見を受けて、・・・に留意するべきだと思いました。

＜市職員コメントのイメージ＞

市職員
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Day 4

① ② ③グループワーク②
振り返り

• 自団体で同様の計画が持ち込まれた際に、今回のワークにおけ
る学びを役立てるため、振り返りシートの記入をお願いします。

• 振り返りシートは、各自のパソコンに格納されたワードファイ
ルで作成してください。作成いただいた振り返りシートは、後
日メールでお送りいたします。

• 何名か指名させていただき、記入内容を発表いただきます。
• 役割になりきるパートは終了です。振り返りは研修受講生とし

て記入・発表してください。

振り返りシート

＜ワークで特に難しかった点＞

＜ワークで特に学びになった点＞

＜今後、自団体で協議会を開催するときに留意したいこと＞
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Day 4

① ② ③グループワーク②
メモ用紙（講評）
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Day 5
アジェンダ

① 個人ワーク③

② ワーク成果発表

③ 研修の講評

④ 閉講式
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Day 5

個人ワーク③
区域施策編策定成果

各参加者の発表準備

① ② ③ ④

下記の内容について、10分間の発表を準備してください。

60分

区域施策編（ひな形）の
該当部分

発表していただく内容

第3章

１．地域の特徴
（１）地域の概要

• 貴市町村の位置や地理的特徴

１．地域の特徴
（３）人口と世帯数

• 貴市町村の総人口と年齢3区分別人口の
現状

• 貴市町村の総人口の将来推計

１．地域の特徴
（５）産業

• 貴市町村における第1次、第2次、第3次
産業別の就業者数

第4章

２．●●市町村の温室効果ガ
スの現況推計
（１）最新年度の温室効果ガ
スの推計結果

• 貴市町村における部門別排出量とその構
成比

２．●●市町村の温室効果ガ
スの現況推計
（２）温室効果ガスの推計結
果

• 貴市町村における排出量の増減の傾向

第5章

１．2030年度の目標
（中期目標）

• ワークで設定した貴市町村の2030年度の
CO2削減目標

２．2050年度の目標
（長期目標）

• ワークで設定した貴市町村の2050年度の
CO2削減目標

３．再エネ導入目標
• ワークで設定した貴市町村の2030年度、

2050年度の再エネ導入目標

第6章

１．区域の各部門・分野での
対策とそのための施策
（１）再生可能エネルギーの
導入促進
（２）区域の事業者・住民の
活動促進
（３）地域環境の整備
（４）循環型社会の形成

• 左記4つの分野ごとに、2～3つずつの主
要な取組の紹介
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Day 5

ワーク成果発表
区域施策編策定成果

各参加者の発表

① ② ③ ④

100分

1人10分を目安に、作成した区域施策編
について発表してください。
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Day 5

ワーク成果発表
メモ用紙（１／２）

① ② ③ ④
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Day 5

ワーク成果発表
メモ用紙（２／２）

① ② ③ ④
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Day 5

研修の講評

① ② ③ ④
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Day 5

閉講式

① ② ③ ④
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